
安田女子大学薬学部 出張講義 リ ス ト (20 す 7年度版)

出張講義テサマ 高校生のための薬学入門~薬と受容体~

内容
多細胞生物では細胞同士がコミ ュニケーシ ョ ンをと っており 、 多様な受容体がアンテナの役割を果た しています。 薬は体がも って
いる働きを強めたり弱めたりする化学物質ですが、 多く の薬は受容体の働きを調節する作用を持っています。 本講義では薬の作用
に関係する受容体について分かりやすく解説 します。

講義担当者 教授 赤木 玲子 〔あかぎ れいこ)

出張講義テーマ 正 しい薬の使い方 (眼が点にならないように)

内容
く すり は正 しい使い方を しないと効果がないはかりか毒にもなり得ます。 なぜく すり は決められた量を、 決められた回数、 決めら
れた方法で使わなければならないか分かり易く説明 します。

講義担当者 教授 新井 茂昭 (あらい しげあき)

出張講義テーマ 薬学と化学 ( 日本人の発見 した医薬品)

内容
薬学における化学の重要性に触れたのち、 日本人が発見 した 1 2の医薬品について歴史的、 社会的観点から紹介 します。 日本人が
生み出 した薬に関するエピソー ドを通 じ、 次世代を担う若い人が化学と薬学に興味を持つだけでなく 、 み蓼から挑戦 して未来を拓
< 気概を抱いてくれればと思います。

講義担当者 教授 生中 雅也 (い く なか まさや)

出張講義テーマ 来て見てさわってDNA 遺伝子の基礎から iPS細胞の薬学への応用まで

内容
遺伝子とはどのようなものが、 その構造と働きについてわかりやすく説明 し、 実際に糸状のDNAを目で見てもらいます。 その上
で、 最近話題のiPS細胞について、 どうや って作るのか、 どのような利用方法があるのか、 特に薬学への応用について解説 しま
す。

講義担当者 教授 井上 幸江 (いのうえ さちえ)

出張講義テーマ 薬学の原点 ･ 薬用植物 身近な植物も薬となり ます

内容
紀元前より植物は薬と して使われてきま した。 病気になり 、 困 っ たときに癒 してくれたのは植物で した。 その頃、 どのような薬効
成分が入っているかは分かりませんで してが、 効く ことはことは事実で した。 何が効いているのか、 何か生活に役立つ成分が入っ
ているのか、 現代科学が解き明か してくれます。

講義担当者 教授 大塚 英昭 (おおつか ひであき)

出張講義テーマ 病気と薬の化学

内容
私たちは病気になっ たらま穿薬を服用 します。 薬はどのように病気を治すので しょ うが。 体の中の生体分子と反応 しているので
しょ うが。 薬がどのように して効き目 を発揮するのか、 体の仕組みと合わせて化学の視点から説明 します。

講義担当者 教授 大山 義彦 (おおやま よ しひこ)

出張講義テーマ 花粉症とその治療薬 花粉症は薬で治るのか ?

内容
春先になると く しゃみ、 鼻水、 鼻づま り および眼のかゆみなどの花粉症の症状で苦 しむ人が増えてきます。 最近とみに花粉症が増
加 してきているといわれていますが、 本講義では、 花粉症の原因物質、 起こるメカニズム、 増えた理由および治療薬について分か
りやすく解説 します。

講義担当者 教授 亀井 千鼻 くがめい ちあき)

出張講義テーマ 飲んだ薬は、 ど うな って しまうので しょ う ?

内容
疾患の治療には薬による治療が広く行われています。 薬剤師はこの薬物治療の開始から終了まで有効性 ･ 安全性に対する管理に責
任を持って関わっていく 必要があり ます。 薬剤師がどのよう に薬物治療管理に関わっているのか、 またこのことに関 して薬学生が
何を学んでいるのか紹介 します。

講義担当者 教授 木村 康浩 くきむら やすひう)

出張講義テーマ 社会で活躍する薬剤師

内容
病院、 薬局ではもちろんのこと 、 皆さんの知らない場所で薬剤師は色々な活動を通 じて、 皆さんの健康を守るために貢献 していま
す。 一般的な薬剤業務と合わせて、 知られざる薬剤師像を紹介いた します。

講義担当者 教授 形部 宏文 (きょ う州 ひうふみ)
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出張講義テーマ まだまだ求められ、 広がる薬剤師の仕事

内容 薬のプロ と して求められる薬剤師の役割はどんどん広がっています。 病院内で、 病院と地域の薬局との連携で、 地域住民の人たち
とのかかわりの中などで、 ｢専門職｣ と しての薬剤師の役割と医療現場で活躍できる薬剤師の姿を紹介します。

講義担当者 教授 田中 丈夫 (たなか たけお)

出張講義テーマ リ スクのより少ないクス リ ができるまで (医薬品開発と市販後調査の意味)

内容

近年、 病気のポイ ン ト になる分子が特に リ ウマチ領域やがんなど明らかになってクス リ になるまでの期間は短く な っている。 しか
し リ スクを低減 レクス リ の有効性を示すために5、 6年かかり 、 費用も膨大である。 さ らに販売後より多く の患者きんに リ スクの
少なく なる使用法を考えていかねばならない。 製薬メ ーカーにおいてそのようななかで薬剤師はどのような立場なのか、 だから何
を大学で学ばねばならないか、 お話できる範囲でご説明 します。

講義担当者 教授 十河 正典 (と う ごう まさのり )

出張講義テーマ 食用油の効能

内容 私達が日 ごろ食する油脂は、 体内でどのような働きを しているので しょ うか。 植物油、 動物油や魚油の成分の違いを説明 し、 生活
習慣病の予防への効能を易 しく解説 します。

講義担当者 教授 徳村 彰 (と く むら あきら )

出張講義テーマ く す り を開発する 医薬品開発物語

内容
皆さんが日頃、 何気なく 、 使用 している ｢ く すり ｣ は、 臨床現場で使用できるまで、 膨大な開発費と 1 0年を超える年月がかかっ
ています。 く すり は、 どのように開発されるが、 製薬メ ーカー開発研究部門に長年在籍 した経験を持つ演者が分かり易く説明 しま
す。

講義担当者 教授 西 博行 くに し ひるゆき)

出張講義テ鰊や 薬剤師の役割

内容
チーム医療が進む中で病院での薬剤師の仕事はますます広く 、 深く な っています、 一方保険薬局においても薬剤師の役割は広く 、
大きく な ってきており 、 在宅医療 ･ 介護を支えることを求められています。 これらの医療現場で活躍する薬剤師の姿を紹介 しま
す。

講義担当者 教授 水内 義明 (み鬘うち よ しあき)

出張講義テーマ 薬剤師の仕事

内容
使用される薬物の有益性と危険性が表裏一体で混在 しており 、 薬剤師は国民が健康的な社会生活を行なうため ｢薬｣ の専門化と し
て調剤技能を基本と した仕事、 チーム医療、 保健生活改善等の幅広い分野で活動 しています。 本講義では多方面で活躍 している薬
剤師職能について紹介 します。

講義担当者 教授 向井 良 くむかい り よ う )

出張講義テーマ パーキンソ ン病 病態と薬と周囲の人たちの理解

内容
総人口比で 1 ,000人に 1 人、 高齢者ではその発症率は2倍、 4倍と急上昇 します。 長寿が原因の 1 つであるとも言われるパーキンソ
ン病とはどのような病気か、 治療法や薬はどうな っているのか、 周囲の人たちはどのよう に支援 したら良いのかなどについてやさ
しく説明 します。

講義担当者 教授 森田 泰博 くも り た やすひる)

出張講義テーマ ウイルスの話 ウイルスとはなんなのか ?

内容 ウイルスとはなんなのか、 どのように して病気を引き起すのか、 ヒ トはどのように して対抗 しているのかを分かり易く 説明 しま
す。 また、 現在問題となっている様々なウイルス感染症の流行についても分かり易く解説 します。

講義担当者 教授 森本 金次郎 (も り もと きん じうう )

出張講義テーマ 自然界にある毒と薬 身近 fこいる刺客と守護神

内容 毒の利用は人類誕生とともに始ま ったと言われ、 現在でも自然実には様々な毒が身近に存在 しています。 一方で多く の医薬品の
ルーツが自然毒でもあり ます。 本講義では、 天然物由来の毒や薬について歴史的背景、 エピソー ド をま じえて紹介 します。

講義担当者 准教授 稲垣 昌宣 (いながき まきのり )



安田女子大学薬学部 出張講義リ ス ト (20 す 7年度版)

出張講義テーマ 実験の失敗から新 しい製剤を発明する方法~マイ ク □スフ エ アー製剤と消化管貼り付け製剤~

内容

私は昔、 製薬会社で新 しい製剤を創る研究を していま した。 ある時、 実験を失敗し、 全く 予想 しなか った結果を前に途方に暮れて
いま した。 そんな時、 ある先輩がふら っ と立ち寄り ｢これは、 ヒ ョ ッ とすると大発明につながるぞ｣ とのこと。 その後、 ど この製
薬会社も失敗 していた安全性の高い溶媒で完璧なマイ ク ロスフ ェ アー製剤を作る画期的な新手法を開発 し、 特許取得につながった
顛末をお話 し したいと思います。

講義担当者 准教授 北澤 健生 (きたさわ たけお)

出張講義テ鰊マ アルツハイマー病 その発症メカニズム ･ 症状 ･ 治療法について

内容
アルツハイマー病は、 高齢者に多い神経変性疾患で、 65歳以上での有病率は 1 ~ 3%です。 おもな症状は記憶障害で、 失語など
の障害が徐々に進行 し、 最後は寝たきり にな り ます。 アルツハイマー病の発症メカニズム、 症状、 および治療法について紹介 しま
す。

講義担当者 准教授 近藤 慎一 ( こんどう しんいち)

出張講義テーマ ウイルス感染症のお話

内容 将来人類の脅威となり得る強毒性イ ンフルエンザウイルスの問題や、 未だにワクチンの開発されていないHlVなど様々なウイルス
の感染症について分かり易く解説 します。

講義担当者 准教授 佐藤 雄一郎 (さとう ゆう いちうう )

出張講義テーマ 生きている皮膚 コラ ーゲン ってなあに ?

内容 私達ヒ トに特有の皮膚について、 生きている細胞と しての役割とその構造物質 (特にコラ ーゲン) について解説 します。 そ して、
皮膚の健康を守るために必要な事は何か、 健康食品、 基礎化粧品とのつき合い方を考えていきます。

講義担当者 准教授 玉井 幸恵 (たまい きちえ)

出張講義テーマ 抗生物質の発見 感染症治療の夜明け

内容
抗生物質とは何か、 抗生物質が病原菌に作用する仕組み、 薬剤耐性菌出現の問題など、 抗生物質に関係する内容を分かり易く解説
します。 また、 抗生物質に代わる新たな抗菌因子と して注目されているバクテ リ オシンやバクテ リ オフ ァ ージについて紹介 しま
す。

講義担当者 准教授 西村 基弘 Gこ しむら もとひろ)

出張講義テーマ 未来の薬 遺伝子医薬

内容
現在、 副作用の伴わない抗癌剤治療は存在 しません。 “遺伝子医薬" は、 特定の遺伝子にのみ作用することができる副作用がない
“夢の医薬" と して期待されています。 本講義では、 未来の薬 “遺伝子医薬" の種類、 歴史的背景、 現状などについて紹介 しま
す。

講義担当者 講師 久保 貴紀 (< {ま たかのり )

出張講義テーマ ひとはなせ太るのか 代謝と病気

内容 肥満はさまざまな病気に関係 しています。 肥満が具体的にどのよう に身体にダメ ージを与えているのか、 関連のある ト ピ ッ クもま
じえてわかりやすく解説 します。

講義担当者 講師 田中 亜驚 くたなか あろう )

出張講義テーマ 新 しい薬のデザイ ンと有機合成

内容 有機合成化学とは、 化学反応を駆使 したものづく りの化学です。 高校で学ぶ化学反応の中にも実用的なものが数多く あ り ますが、
こ こでは薬をターゲ ッ ト に したものづく り の工夫を、 自身の研究エピソー ドを交えながら紹介 します。

講義担当者 講師 西村 良夫 (に しむら よ しお)

出張講義テー中 甘く ない糖のはな し

内容
われわれの身体の中には、 ブ ド ウ糖などの単糖が連結された糖鎖が存在 します。 糖鎖は、 核酸、 タ ンパク質に次ぐ第3の生命鎖と
して知られ、 様々な生命現象の調節に役立っています。 本講義では、 糖鎖のもつ機能について、 病気などの話題も交えながら紹介
します。

講義担当者 講師 平野 真 (ひらの まこと)



安田女子大学薬学部 出張講義 リ ス ト (20 乍 7年度版)

出張講義テーマ 漢方薬と天然物化学

内容
漢方薬は生薬といういわゆる薬草を複数種混せ合わせた薬です。 そのため、 何が効いているのが胡散臭く思われて しまう ことも し
ば しばあり ます。 こ こでは、 そのモヤモヤを研究エピソー ドなどを交えながら晴ら していきます。

講義担当者 助教 川上 普 くかわかみ すすむ)

出張講義テーマ 生体の機能を模倣する

内容
地球上の生物は様々な進化を経て現在の形となっており 、 それらは生命活動を行う うえで最適な形状 ･ 機能を有 している。 近年、
この生物の構造や機能などから着想を得て、 新 しい技術や材料の開発に生かそう とする科学技術 (バイ オミメテ ィ クス) が注目 を集
めている。 本講義では歴史的背景、 現状、 今後の展望など具体例を挙げながら未来の人工材料について紹介する。

講義担当者 助教 砂山 博文 (甘なやま ひう恵み)

出張講義テーマ 身体の中を流れる金属イオンとイオン輸送体標的薬

内容

身体の中にはナ ト リ ウムやカルシウムを始めと した色々な種類のミネラルイオンが流れています。 その流れが止ま った り 、 イ オン
そのものが欠乏 したりすることで、 体内代謝や運動機能は大きな影響を受けます。 これは様々な病気の原因となる一方で、 影響を
逆手にと った薬を使って心臓病や胃潰瘍などの病気の治療に役立てることもできます。 体の中のイオンの働きと、 それを標的と し
た薬剤について解説 します。

講義担当者 助教 羽鳥 勇太 くはと り ゆうた)

出張講義テーマ 健康食品は薬とは違うの ?~薬剤師という観点から~

内容
ドラ ッ グス トアやスーパーに売られている ｢ ト クホ｣ ｢機能性表示食品｣ などの ｢健康食品｣ は薬とはどう違うので しょ う ? この
2 つをみなさんに正 しく理解 していただき、 使用 してもらうために必要な ｢先生｣ は実は ｢薬剤師｣ です。 未来のみんなの ｢健
康｣ を助ける役目の ｢薬剤師｣ についてお話ししたいと思います。

講義担当者 助教 水谷 -怜子 くみ穿たに れいこ)

※ 水谷助数は201 7年9月以降、 対応可能です

出張講義テーマ 免疫のはな し -自然免疫を中心に-

内容
侵入 してきた病原体に対 して、 荒っ ぽいけどすばやい反応をみせる自然免疫系。 原始的なこのシステムは、 近年大変な脚光を浴

びています。 病原体が侵入 してきたとき体内ではどのような免疫システムが働くのか、 なぜ自然免疫系が重要なのか…わかりやす
く解説 します。

講義担当者 専門職員 日高 麻由美 (ひだが まゆみ)


